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ラウンドアバウトを安全に
（環状交差点）

❶徐行し、右から来る車がないか確認
❷環道優先！車が来ていればゆずる
❸右回り（時計回り）に進行
❹左折合図（ウィンカー）を出し、左折で出る

通行方法など詳細はこちら

ラウンドアバウトの交通ルールをご存じですか？
ルールを知り、安全に通行しましょう。
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りっとう議会だより

どうしたの？　優しい気配り　支えあう　（人権啓発作品集　標語入選作品）
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　岡地域にある、大津能登川長浜線で整備予定です。この場所は、山手幹
線および大津能登川長浜線（上砥山・目川工区）の整備に伴い、交通量の
変化に対応できるよう、ラウンドアバウトにより安全性の向上、渋滞緩和が 
目指されます。

令和7年3月に市内２つ目が整備予定

❶ 事故の軽減
◦交差点進入速度の低下による重大事故の減少
◦正面衝突や右折事故がない

❷ 交通の円滑化
◦信号の待ち時間がない
◦右折時の対向車の待ち時間がない

❸ 環境負荷の軽減
◦アイドリング時間が短くなる

❹ 災害時対応能力の向上
◦停電時も交通混乱が起きない

など多くの効果が期待できます。

交差点をラウンドアバウトにすることで期待できる効果
平成28年３月定例会 個人質問
◦議員の質問
　設置した近隣市では、ラウンドアバウトは事故抑止効果
が大きいと評価されている。信号機のない事故の多い
交差点で、信号機の設置は非常にハードルが高く時間
がかかる。本市でもラウンドアバウトを設置することにより、
事故を未然に防げるのではないか。
◦市の答弁
　外径に27～55ｍ必要であり、他の交差点形状と比較
し、安全性や経済性等の観点から優位性を評価した上で
導入の可否を判断する必要がある。周辺のすべての協力
が得られる状況であれば、郊外では可能性は見いだせる。

　平成26年、道路交通法の改正で、ラウンドアバウト（環状交差点）が定義され、「安全で環境にもやさしい」と言われて
いるラウンドアバウトの運用が始まりました。令和５年３月、市内で初めてのラウンドアバウトが上砥山に誕生。事故の多
い交差点が環状交差点に生まれ変わりました。
　今回は、設置から１年以上たった現在までの現状や課題を検証します。

栗東栗東初初ののラウンドアバウトラウンドアバウト
（環状交差点）を（環状交差点）を検証検証

ラウンドアバウトになった交差点（市道上
砥山１号線幹線および市道上砥山妹ヶ
谷線と市道中村街区２号線との交差点）

設置前

市議会でも
市に質問！

設置後

金勝川金勝川

市道手原駅 

市道手原駅 

新屋敷線

新屋敷線

治田大橋治田大橋

バイパス部バイパス部

岡工区岡工区
（ラウンドアバウト）（ラウンドアバウト）

危険な交差点
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　もともとラウンドアバウトが設置された交差点は、交通事故の多い交差点で、地域の方からも「あそこは危ない
交差点やで。」と情報をいただいていた場所でした。ラウンドアバウトに改修されてからの交通事故の発生件数 
など気にして注目していましたが、実際、人身事故は改修後には0件で、人がけがをするような交通事故は発生し
ていないそうです。
　改修によって一定効果がみられているのだとホッとしてはいるものの、物損事故は数件発生しているとのこと、 
現地を見てみると、かなりのスピードで突っ切っていく車が多数。まだまだなじみのない形状の交差点ですので、通
行の際の注意点やルール・マナーがしっかりと周知されていないというのも原因なの
では？と考え、今回の特集で取り上げました。
　また、市内にはもう一つ新しくラウンドアバウトが計画されています。みんながしっかり
ルールを守って通行すれば、信号待ちすることなく、安全でスムーズに通行できる交差点
ですので、ルールを守って安全運転を心掛けたいものです。＜特集担当：伊吹、奥村＞

必ず減速！ 右を確認、環道優先。
信号がなくても、ゆっくり右回り。

動画での
ルール紹介

取材から、感じたこと

Q. 設置により、事故は減りましたか？
A. 設置場所は、平成20年から工事着手前まで、 
人身事故９件、物損事故16件が発生しており、１年間
に事故が３～４件ある、危険な交差点でした。供用開
始してからの１年間で、物損事故は４件ありますが、
人身事故は発生していません。

Q. 物損事故の詳細は？
A. 車同士の出会い頭の衝突です。３月に供用開始し、
通行方法に慣れ、気の緩みもあったのか10月から
立て続けに起こりました。特定の進入路に限られる
ことなく、３方向に分散して事故が発生しています。

Q. 何か対策はされましたか？
A. 安全対策のため、ラウンドアバウト進入前に右側
を確認し、車が来ていれば「ゆずる」運転が徹底され
るよう①注意喚起看板の設置②路面カラー舗装を
しました。

Q. 設置による効果はあったといえますか？
A. 交通事故の発生件数は現時点では大きな変化
はありませんが、人身事故の発生がないのは大きな 
効果といえます。要因として、以前の交差点とラウンド 
アバウトとでは明らかに衝突速度が違うためだと 
思われます。

Q. 今後の取り組みは？
A. ラウンドアバウト自体は安全ですので、利用者が
ルールに沿って通っていただければ事故は防ぐこと
ができると考えます。ルールを知っていただけるよ
う、関係団体とも連携し、より一層の啓発に努めて
いきます。

実際の効果は？ 土木交通課に現状や課題を聞くとともに、現地で検証しました。

▲事故を受けた安全対策として①注意看板の設置（左）と
②路面カラー舗装がされました

正しいルール
を知って
事故を防ごう！

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2024.8.133



令和５年度　一般会計　補正予算（専決）
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第11号） 2億6,266万2千円（増額） 289億3,973万8千円 総務費の増額等 承認・全

令和6年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第２号） 2,401万9千円（増額） 285億9,688万1千円 民生費等の増額 可決・全
介護保険（第１号） ２６７万円（増額） 42億4,492万3千円 地域支援事業費等の増額 可決・全

水道事業会計（第１号）
収入 150万円（増額） 19億5,498万2千円 営業外収益の増額

可決・全
支出 150万円（増額） 23億1,659万7千円 営業外費用の増額

審議した議案・請願書・議提案など
5月臨時会・6月定例会5月臨時会・6月定例会

賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多=賛成多数、少=賛成少数　　○…賛成、●…反対、退…退席）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来
上
田 

忠
博

三
木　

敏
嗣

里
内　
英
幸

梶
原　
美
保

西
田　
　
聡

寺
田　
靖
広

奥
村　
　
明

田
村　
隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　

律
香

川
嶋　
　
恵

塩
見　
　
隆

青
木　
千
尋

伊
吹　
　
裕

武
村　
　
賞

櫻
井　
浩
司

島
田　
利
恵

請
願
書

地域手当の大くくり化にあたっ
ての必要な財源の確保を求め
る意見書の採択を求める請願

少 ● 退 ● ● ● ● ● 〇 ● ● 退 ● 〇 〇 〇 〇 退

賛否の公表

＊議長（中野光一議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次の通り ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、未来（未来創造りっとう）

６月定例会
件名 採決結果

条
例（一部
改
正
）

税条例 
（地方税法等の改正に伴う改正） 可決・全

家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例 

（小規模保育事業等における職員の配置基準を改正）
可決・全

幼保連携型認定こども園の設置及び管理
に関する条例 

（令和7年4月に治田東幼児園を幼保連携
型認定こども園へ移行）

可決・全

地区計画の区域内における建築物の制限
に関する条例 

（小野南部・上砥山工業団地および東部地区
工業団地の地区計画の変更による適正な都
市機能・健全な都市環境を確保するため）

可決・全

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並び
に水道技術管理者の資格基準に関する条例 

（生活衛生等関係行政の基盤強化のため
監督者・管理者の資格要件等を改正）

可決・全

そ
の
他

損害賠償の額を定めることにつき議会の
議決を求めることについて 

（消火栓蓋による転倒事故における損害賠償）
可決・全

請
願
書

地域手当の大くくり化にあたっての必要な財源
の確保を求める意見書の採択を求める請願

不採択・
別表

議
提
案

議会会議規則の一部を改正する規則の 
制定について 可決・全

5月臨時会　（その他）

件名 採決結果
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

農林業技術センターの指定管理者として
滋賀県森林組合を指定する 可決・全

自然活用総合管理棟の指定管理者として
滋賀県森林組合を指定する 可決・全

こんぜの里バンガロー村の指定管理者と
して滋賀県森林組合を指定する 可決・全

６月定例会
件名 採決結果

人
事

固定資産評価審査委員会委員の選任につ
き議会の同意を求めることについて 

（芝田 博孝 氏）
同意・全

固定資産評価員の選任につき議会の同意
を求めることについて 
(山元 隆 氏）

同意・全

監査委員の選任につき議会の同意を求め
ることについて 

（川嶋 恵 氏）
同意・全

専
決（
一
部
改
正
）

税条例 
（地方税法等の改正に伴う改正） 承認・全

国民健康保険税条例 
（地方税法等の改正に伴う改正） 承認・全
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◆
能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応

　
（
災
害
等
支
援
事
業
）

問
今
回
の
支
援
事
業
費
の
詳
細

に
つ
い
て
問
う
。ま
た
、他
の
課

か
ら
も
職
員
派
遣
さ
れ
て
い
る

が
、危
機
管
理
課
で
事
業
を
所

管
し
て
い
る
意
味
合
い
を
問
う
。

答
住
家
被
害
認
定
調
査
の
た
め
、

２
つ
の
班
で
派
遣
を
行
っ
て
お

り
、４
月
13
日
か
ら
19
日
に
市

民
部
２
名
、５
月
３
日
か
ら
９

日
に
総
務
部
１
名
、建
設
部
１

名
が
従
事
し
た
。費
用
の
詳
細

は
、時
間
外
手
当
94
万
４
千
円
、

特
殊
勤
務
手
当
６
千
円
、旅
費

７
万
３
千
円
、燃
料
費
６
千
円
。

　
事
業
所
管
に
つ
い
て
は
、災
害
地

で
求
め
ら
れ
る
業
務
に
対
応

す
る
人
材
を
庁
内
で
募
る

た
め
、災
害
派
遣
業
務
に
つ

い
て
は
危

機
管
理
課

が
所
管
し

て
い
る
。

◆
中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移

行
に
む
け
て（
文
化
体
育
活
動

補
助
事
業
）

問
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
に
伴
っ
て
、総
括
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
採
用
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、目
的
や
仕
事
内

容
、勤
務
形
態
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、旅
費
が
７
万
２
千
円
と

あ
る
が
理
由
を
問
う
。

答
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
中
学
校
の

部
活
動
と
地
域
の
組
織
を
結
ぶ

橋
渡
し
、ま
た
、県
内
各
市
町
の

有
益
情
報
の
収
集
を
行
う
役
割

で
あ
り
、旅
費
は
、こ
の
情
報
収

集
の
た
め
の
移
動
に
使
う
旅
費

で
あ
る
。勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
時
間
帯
で
の

勤
務
と
し
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

活
動
時
間
で
あ
る
夜
７
時
前
後

を
含
む
時
間
帯
で
１
日
６
時
間
、

週
３
日
を
想
定
し
て
採
用
す
る
。

◆「
地
域
手
当
の
大
く
く
り
化

に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
財
源

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願
」を
審

査
し
ま
し
た
。

　
　

請
願
者
に
よ
る
趣
旨
説

明
の
後
、委
員
よ
り
思
い
や

考
え
な
ど
を
確
認
し
た
上
で
、

当
局
か
ら
の
参
考
意
見
と
委

員
か
ら
の
確
認
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　
　

そ
の
後
、委
員
か
ら
次
の

意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

◦
県
内一律
で
地
域
手
当
を一番

高
い
と
こ
ろ
に
あ
わ
せ
る
よ

う
な
内
容
に
し
て
ほ
し
か
っ

た
。現
状
を
聞
く
限
り
人
材

確
保
の
面
か
ら
の
文
章
は
必

要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

◦
や
は
り
、基
本
給
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ
る
。

◦
大
く
く
り
化
は
、地
域
間
の

不
均
衡
是
正
が
根
本
に
あ

る
。人
材
確
保
の
面
か
ら
は
、

官
民
の
賃
金
格
差
を
な
く
し

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
時

代
に
な
る
の
が
本
来
の
姿
で

あ
る
。今
回
の
請
願
で
は
、大

く
く
り
化
だ
け
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
が
、給
与

制
度
の
整
備（
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
）の
中
の一項
目
で
あ
る
。

◦
地
域
手
当
は
最
低
賃
金
を
含

め
民
間
企
業
の
地
域
格
差
を

固
定
化
さ
せ
る
要
因
と
な
っ

て
お
り
、是
正
す
る
必
要
が

あ
る
。地
域
手
当
に
頼
っ
て
い

て
は
、基
本
給
は
あ
が
ら
な

い
。

　
討
論
は
な
く
、採
決
に
つ
い
て

は
、可
否
同
数
と
な
り
、委
員

長
裁
決
に
よ
り
、 

不
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度
栗
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」の

審
議
よ
り

請
願
書
第
４
号　

可
否
同
数
、

委
員
長
裁
決
に
よ
り
不
採
択
！

予
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます ～６月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○上石田 昌子、川嶋 恵、寺田 靖広、島田 利恵

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　議長（中野 光一）を除く全員　◎上石田 昌子、○上田 忠博

▲被災地にて業務をおこなう本市職員

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2024.8.155



市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。現在、
４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任
委員会
とは

◆
地
区
計
画
区
域
に
あ
わ
せ
た

建
築
物
の
制
限
に
つ
い
て

条
例
を一部
改
正
す
る
こ
と
を

審
査
し
ま
し
た
。

問
指
定
さ
れ
た
地
区
計
画
内
は
、

過
去
に
採
掘
さ
れ
た
場
所
で

穴
が
空
い
て
い
た
が
、埋
め
戻

し
さ
れ

て
い
る

の
か
。

答
穴
は
埋

ま
っ
て

い
る
。

◆
水
道
布
設
工
事
監
督
者
お
よ

び
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格

要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

問
衛
生
工
学
は
、水
道
事
業
に

と
っ
て
、重
要
な
概
念
で
あ
る
。

必
須
の
履
修
で
な
く
な
る
こ

と
で
、衛
生
の
管
理
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

答
衛
生
と
い
う
部
分
は
な
く
な

る
が
、科
目
の
中
で
履
修
で
き

る
と
聞
い
て
い
る
。

問
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
要

件
で
、水
道
等
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。

答
水
道
、工
業
用
水
道
、下
水
道
、

道
路
又
は
河
川
の
こ
と
で
あ
る
。

◆
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

問
市
内
の
消
火
栓
は
、定
期
的

に
点
検
さ
れ
て
い
る
が
、路
面

と
の
段
差
に
つ
い
て
も
、確
認

し
て
い
る
の
か
。

答
2
か
月
に
１
回
、検
針
員
が

メ
ー
タ
ー
検
針
す
る
時
に
、危

険
と
思
わ
れ
る
段
差
が
あ
れ

ば
報
告
を
求
め
て
い
る
。

問
事
故
発
生
か
ら
示
談
ま
で
、期

間
が
か
か
っ
て
い
る
。何
故
か
。

答
被
害
者
や
親
族
と
交
渉
し
た

結
果
、時
間
を
要
し
た
。

問
過
失
割
合
が
３
割
の
理
由
は
。

答
事
故
の
状
況
を
総
合
的
に
判

断
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

地
区
計
画
の
変
更
に
よ
る
適
正
な
都
市
機
能
・ 

健
全
な
都
市
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
条
例
改
正
等

環
境
建
設
常
任
委
員
会

◆
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
質
の

高
い
教
育
・
保
育
が
適
切
に

提
供
さ
れ
、そ
の
利
用
を
支

援
す
る
た
め
の
条
例
改
正
に

つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

◦
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

お
よ
び
運
営
に
関
す
る
基
準

に
つ
い
て

問
改
正
後
の
体
制
に
す
る
に
あ

た
り
、市
内
全
園
の
保
育
士
確

保
に
つ
い
て
の
現
状
は
。ま
た
、

保
育
士
募
集
の
必
要
性
は
。

答
今
回
の
改
正
部
分
に
該
当
す

る
園
は
な
い
が
、現
在
、待
機

児
童
が
発
生
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
、引
き
続
き
保
育
士

確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
家
庭
的
保
育
事
業
等
に
つ
い

て
は
、民
間
の
事
業
所
が
対

象
に
な
る
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、現
在
、

市
内
に
家
庭
的
保
育
事
業
所

が
１
園
、小
規
模
保
育
事
業

所
が
７
園
あ
る
。

◦
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
に
つ
い
て　

問
幼
児
園
と
認
定
こ
ど
も
園
の

違
い
は
。

答
大
き
な
違
い
は
な
い
が
、保
育
園

籍
と
幼
稚
園
籍
の
児
童
が
同
じ

教
室
で
保
育
を
受
け
る
混
合
保

育
に
つ
い
て
現
行
４
歳
児
以
上

で
あ
る
も
の
を
、こ
ど
も
園
化
に

併
せ
て
３
歳
児
以
上
か
ら
行
う
。

ま
た
、副
園
長
を
配
置
し
、子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

問
治
田
東
幼
児
園
だ
け
で
な
く

葉
山
東
幼
児
園
の
こ
ど
も
園

化
の
予
定
は
。

答
令
和
８
年
度
を
予
定
し
、段

階
的
に
全
市
に
普
及
さ
せ
て

い
く
。

子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎西田 聡、○青木 千尋、櫻井 浩司、塩見 隆、奥村 明、谷口 律香

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○梶原 美保、田村 隆光、三木 敏嗣、里内 英幸、伊吹 裕

▲栗東東部地区工業団地地区（六地蔵）
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委
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会

特
　
集

定
例
会

あ
い
さ
つ

個
人
質
問



個 人 質 問 ここが聴きたい市政を問う

　
草
津
市
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
の
知
識

の
普
及
と
対
策
の
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
を
作
成
し
て
い
る
が
本
市
の
考
え
は
。

　

草
津
市
ほ
ど
の
取
り
組
み
は
な
い
。先

進
事
例
の
情
報
収
集
と
研
究
を
進
め
、本

市
の
取
り
組
み
に
活
か
し
て
い
く
。　

　
市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
や
情
報
共
有
で
き
る
機
会
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
か
。

　

各
学
区
に
お
け
る
地
区
防
災
計
画
の

策
定
作
業
を
通
じ
て
情
報
を
共
有
し
て
い

た
だ
き
、そ
の
支
援
の
中
で
市
と
し
て
必
要
な
情

報
を
発
信
し
、周
知・啓
発
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
「
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
」の
支
給

件
数
は
。 

　
市
内

125
自
治
会
の
う
ち
53
件
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
自
治
会
に
お
け
る「
消
防
施
設

等
整
備
事
業
補
助
事
業
」の
支
給
件
数
は
。

　
令
和
4
、5
年
度
に
お
い
て
実
績
は
な
い
。

　
草
津
市
で
は
携
帯
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
用
防
災
セ
ッ
ト
な
ど
マ
ン
シ
ョ
ン
防

災
も
視
野
に
入
れ
た
備
品
も
補
助
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
。本
市
で
も
防
災
を
広
い
視
野
で
と

ら
え
、補
助
対
象
備
品
を
拡
大
す
る
こ
と
で
各

自
治
会
の
特
性
に
合
っ
た
対
策
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
。
対

象
備
品
の
拡
大
を

検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

自助・共助促進のための施策と発信を！
谷口 律香 議員

問問問問 答答答答意

　
築
50
年
の
園
が
２
園
、過
半
数
以
上
が

築
40
年
以
上
の
建
物
だ
が
、建
て
替
え
を

含
め
た
大
規
模
改
修
、長
寿
命
化
等
を
行
う
の

か
を
、問
う
。

　

長
寿
命
化
対
策
は
必
要
と
認
識
し
て

い
る
。公
立
園
の
統
廃
合
や
新
規
事
業
者

の
導
入
等
の
手
法
を
検
討
し
つ
つ
、計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
。

　

男
性
保
育
士
の
雇
用
が
あ
り
な
が
ら

男
性
ト
イ
レ
の
設
置
が
３
園
の
み
。男
女

共
同
参
画
や
雇
用
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
も
、

施
設
の
改
善
は
必
要
で
は
。

　
改
善
が
必
要
と
考
え
る
。

　
園
が
報
告
し
た
１
時
間
の
休
憩
は
、と

る
こ
と
な
ど
あ
り
得
る
の
か
、伺
う
。

　
複
数
担
任
の
場
合
は
交
代
で
、主
任
や

看
護
師
な
ど
も
対
応
し
て
い
る
。

　
妊
活
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
言
わ
れ

た
保
育
士
も
お
ら
れ
る
が
、妊
娠
は
全
く

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
あ
り
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
考

え
る
が
、報
告
は
必
要
か
否
か
を
問
う
。

　
妊
娠
前
の
報
告
は
必
要
な
い
。

　

園
外
の
第
３
者
を
交
え
た
会
議
内
容

に
つ
い
て
は
す
べ
て
所
管
課
が
共
有
す
べ

き
。園
か
ら
の
報
告
は
徹
底
し
て
も
ら
い
た
い

が
、考
え
は
。

　

子
ど
も
・

保
護
者
に
配

慮
し
た
適
切
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
、

再
度
、各
園
長
と
協

議
検
討
、徹
底
し
て

い
く
。

問問問問 問 答答答答 答

公立園の現状と課題について
―働きやすい職場と保護者とのコミュニケーション 上石田 昌子 議員

▲消防施設等整備事業補助事業

▲栗東駅前マンション

問
　

市
街
化
区
域（
※
１
）の
う
ち
開
発
さ
れ

て
い
な
い
土
地
の
面
積
は
。

　
平
成
３０
年
２
月
に
約
75‌

ha
あ
っ
た
。

　
市
街
化
区
域
に
お
け
る
直
近
２０
年
間
の
土

地
区
画
整
理
事
業（
※
２
）の
実
績
は
。

　
３
箇
所
で
合
計
約
19‌

ha
が
施
行
さ
れ
た
。

　

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
が
少
な
い

が
、そ
の
要
因
は
。

　

地
権
者
の
合
意
形
成
や
事
業
認
可
な
ど

の
手
続
き
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
こ
と

が
原
因
の
一
つ
。

　

民
間
の
事
業
者
に
開
発
を
任
せ
て
い
る

と
、や
り
易
い
土
地
の
開
発
が
優
先
さ
れ
る

が
、当
局
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

　

周
辺
の
未
利
用
地
の
土
地
利
用
を
妨
げ

な
い
よ
う
、十
分
配
慮
し
た
道
路
計
画
と
な

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

充
電
イ
ン
フ
ラ
と
Ｅ
Ｖ
導
入

　
無
料
で
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
設
置・管
理
を

す
る
事
業
者
も
多
く
な
っ
て
い
る
。市
施
設

の
土
地
を
提
供
す
る
こ
と
は
検
討
で
き
る
か
。

　

充
電
器
設
置
に
係
る
土
地
の
提
供
に
つ

い
て
は
、各
施
設
に
よ
り
充
電
器
設
置
場
所

の
確
保
、ま
た
、利
用
者
ニ
ー
ズ
の
有
無
を
判
断
し

検
討
す
る
。

　
環
境
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ

Ｅ
Ｖ
を
公
用
車
に
も
導
入
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。国
の
補
助
金
が
十
分
に
あ

る
時
期
に
、先
行
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

公
用
車
の
多
く
は
費
用
の
平
準
化
を
鑑

み
て
リ
ー
ス
車
両
と
な
っ
て
お
り
、リ
ー
ス

の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
に
は
Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

の
導
入
を
検
討
す
る
。

※
１ 

市
街
化
区
域
…
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
、

お
よ
び
、お
お
む
ね
10
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街

化
を
図
る
べ
き
区
域
。

※
２ 

土
地
区
画
整
理
事
業
…
道
路・公
園
等
の
都
市
基
盤
施
設
と

宅
地
を一体
的
に
整
備
し
、総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
事
業
。

問 問問 問問 答答 答答 答答

都市計画区域
寺田 靖広 議員
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市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
授
業
の一環

と
し
て
、防
災
訓
練（
Ａ
Ｅ
Ｄ・胸
骨
圧
迫
講

習・起
震
車
体
験
）と
、中
高
生
に
防
災
士
の
資
格

取
得
を
。

　
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
授
業
の一環
と
し

て
、防
災
訓
練・体
験
を
行
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。防
災
士
の
取
得
に
あ
た
っ
て
は

防
災
会
議
の
場
で
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
感
染
対
策

　
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染
対
策
の
中
で
マ
ス

ク
の
弊
害
は
。

　
低
酸
素
状
態
に
な
り
、顔
の
表
情
や
口
の

動
き
が
読
み
取
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
発
達
へ

の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

不
登
校
対
策
へ
支
援
員
の
増
員
を　
　

　

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
す
る
中
、校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
室
に
あ
た
り

人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、支
援
員
を
各
小
中

学
校
に
最
低
で
も
１
名
ず
つ
の
配
置
を
。

　
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、終
日
の
開

室
が
で
き
な
い
学
校
が
多
い
状
況
で
あ
り
、

人
材
確
保
に
む
け
て
、県
に
要
望
し
つ
つ
、対
応
し

て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
被
害・救
済
制
度

　

救
済
を
申
請
さ
れ
た
方
へ
の
ケ
ア
は
ど

う
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

制
度
の
ご
説
明
や
書
類
申
請
の
作
成
も

含
め
、お
電
話
や
窓
口
で
の
ご
相
談
を
は
じ

め
、必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
す
る
な
ど
、個
々
の

状
況
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

栗
東
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
創
出
へ

　
駅
前
が
閑
散
と
し
て
い
る
、イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
時
に
テ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の

設
置
を
。

　
各
方
面
に
周
知
を
し
支
援
を
行
う
。

問問問問問 答答答答答

こどもまんなか社会の実現に向けて
奥村 明 議員

　

本
市
と
し
て
、防
災
意
識
の
啓
発
に

「
防
災
え
ほ
ん
」を
活
用
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

防
災
に
つ
い
て
語
り
継
ぐ
こ
と
で
、防

災
文
化
を
身
に
つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
る

貴
重
な
教
材
で
あ
り
、防
災
教
育
に
活
用
で
き

る
教
材
で
あ
る
と
考
え
る
。

手
ぶ
ら
登
園

　
「
手
ぶ
ら
登
園
」を
事
業
化
し
た
場
合

の
課
題
は
。

　

園
運
営
側
の
課
題
と
し
て
、紙
お
む

つ
を
持
参
す
る
人
と
し
な
い
人
が
混
在

す
る
と
個
々
の
利
用
状
況
の
管
理
が
必
要
と
な

り
、事
務
負
担
が
増
え
る
。公
立・法
人
立
園
等

す
べ
て
の
園
に
通
う
児
童
を
対
象
に
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
財
源
確
保
が
課
題
。

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

　

本
市
窓
口
で
老
眼
鏡
を
置
い
て
い
る

よ
う
に
、聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
」導
入
の
見
解
は
。

　

先
進
的
に
導
入

さ
れ
て
い
る
東
近

江
市
へ
の
聞
き
取
り
、実

績
状
況
や
有
効
性
等
を
検

証
す
る
と
と
も
に
近
隣
市

町
等
、他
市
町
の
状
況
に

も
注
視
し
て
い
く
。

く
り
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
利
便
性
向
上

　

乗
降
者
数
カ
ウ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
よ
る
市
民
ニ
ー
ズ
の
見
直
し
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

利
用
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
や

デ
ジ
タ
ル
媒
体
を
活
用
し
た
意
見
収
集
を

行
い
、運
行
ル
ー
ト
の
再
編
を
行
な
っ
て
い
く
。

問問問 問 答答答 答

防災えほんによる防災意識の啓発
塩見 隆 議員

　
６
月
１
日
現
在
の
会
計
年
度
任
用
職

員
の
人
数
は
。

　

職
種
別
で
は
事
務
補
助

108
名
、コ
ミ
セ

ン
職
員
27
名
、保
育
士

103
名
、幼
稚
園
教

諭
36
名
、保
健
師
や
学
校
サ
ポ
ー
ト
支
援
員
等

の
専
門
職

288
名
。雇
用
形
態
別
で
は
フ
ル
タ
イ

ム
67
名
、パ
ー
ト
タ
イ
ム

495
名
、男
女
別
で
は
男

性
79
名
、女
性

483
名
で
あ
る
。

　
今
年
度
よ
り一定
の
条
件
で
対
象
者
に

は
期
末
手
当
に
加
え
勤
勉
手
当
も
支
給

可
能
と
な
っ
た
。対
象
者
数
と
支
給
率
、支
給
総

額
と
国
の
対
応
は
。

　

対
象
者
は

307
名
、支
給
率
は
期
末
手

当
が

100
分
の

122・５
、勤
勉
手
当
が

100
分

の
102・５
。支
給
総
額
は
３
億

143
万
７
千
円
で
あ

る
。国
か
ら
の
財
政
措
置
も
あ
る
が
ま
だ
明
確

で
は
な
い
。

　

労
働
欠
損
等
を
補
う
場
合
に
即
戦
力

と
な
る「
任
期
付
任
用
職
員
」に
は
任
期

の
延
長
は
あ
る
が
再
度
の
任
用
は
な
い
。優
秀

な
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
何
ら
か
の
活
用
は
で

き
な
い
の
か
。

　

育
児
休

業
等
を
取

得
す
る
職
員
の
労

働
力
を
補
う
職
員

と
し
て
、会
計
年

度
任
用
職
員
だ
け

で
な
く
任
期
付
任

用
職
員
の
活
用
の

可
否
に
つ
い
て
今

後
研
究
し
て
い
く
。

問問 問 答答 答

会計年度任用職員の処遇改善を
田村 隆光 議員

▲軟骨伝導イヤホン

6月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします
〜個人質問の全体映像は各二次元コードよりご視聴ください〜
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評
価
基
準
と
指
標
の
設
定
に
つ
い
て
問
う
。

　

本
市
の
事
務
事
業
評
価
は
、
総
合
計
画

の
進
行
管
理
の
た
め
、
主
要
な
事
務
事
業

を
選
択
し
実
績
を
積
み
重
ね
政
策
施
策
評

価
に
結
び
付
け
る
形
式
で
実
施
し
て
い
る
。
指

標
設
定
は
、
政
策
施
策
の
達
成
に
最
も
重
要
と

な
る
客
観
的
数
値
を
基
本
に
設
定
し
て
い
る
。

　
 

評
価
プ
ロ
セ
ス
で
の
内
外
部
の
評
価
手

法
に
つ
い
て
問
う
。

　

各
所
属
で
作
成
し
た
「
実
施
計
画
兼
評

価
シ
ー
ト
」
を
集
約
し
、
内
部
会
議
で

「
一
次
評
価
」
外
部
会
議
と
な
る
栗
東
総
合
計

画
審
議
会
で
の
意
見
を
「
二
次
評
価
」
と
し
て

い
る
。

一
次
、
二
次
評
価
を
ま
と
め
た
も
の
を
最
終
評

価
と
し
て
い
る
。

　

 

評
価
結
果
の
活
用
と
改
善
策
の
実
施
に

つ
い
て
問
う
。

　

事
務
事
業
評
価
は
総
合
計
画
の
政
策
施

策
評
価
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
具
体
的

な
評
価
結
果
の
活
用
や
改
善
は
各
所
属
長
の
判

断
に
任
せ
て
い
る
。

　
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
問
う
。

　

総
合
計
画
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

経
年
的
に
実
施
。
結
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
公
開
。
ま
た
、
総
合
計
画
審
議
会
の
公
開
、

結
果
情
報
や
資
料
の
公
開
を
実
施
し
て
い
る
。

　
事
業
進
行
、評
価
の
公
開
に
つ
い
て
問
う
。

　

実
施
計
画
兼
評

価
シ
ー
ト
の
公
開

は
、
前
期
基
本
計
画
を
終

え
、
総
括
を
し
た
段
階
で

公
開
を
検
討
し
て
い
く
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、

目
標
達
成
や
業
務
改
善
を
行
う

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
。

問問問問問 答答答答 答

事務事業評価（進行管理・実施計画兼評価シート）の 
活用と公開、PDCAサイクル（※） 上田 忠博 議員

問
　

出
庭
水
源
地
で
P
F
O
S
・
P
F
O
A

（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）を
検
出
し
た
。昨

年
12
月
議
会
で
次
回
検
査
時
、検
査
個
所
を
増
や

し
、出
庭
水
源
地
の
原
水
井
戸
で
追
加
検
査
を
実

施
す
る
答
弁
だ
っ
た
が
対
応
は
。

　

今
年
度
は
8
月
に
十
里
、出
庭
、金
勝
、

観
音
寺
水
源
地
の
浄
水
に
加
え
、原
水
も

実
施
す
る
。

　

日
本
共
産
党
の
調
査
で
栗
東
市
内
の

P
F
O
S・P
F
O
A
を
製
造・使
用・輸
入

を
し
て
い
る
企
業
が
2
社
と
判
明
し
た
。把
握
し

て
い
る
か
。

　

県
の
調
査
で
過
去
に
使
用
し
て
い
た
1
社

は
把
握
。残
り
の
1
社
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

P
F
O
S・P
F
O
A
の
適
正
な
管
理
、

ま
た
排
水
溝
の
水
質
の
調
査
も
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

　

現
在
、法
令
等
に
係
る
規
制
値
、排
水
基

準
が
な
い
た
め
市
と
し
て
調
査
基
準
を
設

け
て
い
な
い
の
で
実
施
し
て
い
な
い
。

就
学
援
助
制
度
の
充
実
を

　
制
度
の
利
用
者
数
は
。

　

令
和
３
年
度
は
小
学
校

330
名
、中
学
校

234
名
。令
和
４
年
度
は
小
学
校

342
名
、中
学

校
240
名
。令
和
５
年
度
は
小
学
校

342
名
、中
学
校

222
名
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
学

び
を
保
障
す
る

た
め
制
度
認
定
の
所
得

基
準
を
生
活
保
護
基
準

の
1
・
5
倍
以
下
に
拡

充
を
。　

さ
ら
な
る
拡
充

は
考
え
て
い
な
い
。 

問問問問 答答答答答

発がん性のある有機フッ素化合物への対応は
青木 千尋 議員

　
全
国
で
導
入
が
進
み
、滋
賀
県
で
も
導

入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
、同
性
間
の
関
係

を
公
的
に
認
め
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」。本
市
で
も
導
入
の
検
討
は
。

　

栗
東
市
人
権
擁
護
審
議
会
に
お
い
て

も
、制
度
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。制

度
は
本
市
が
目
指
す「
人
権
擁
護
都
市
宣
言
」の

実
現
に
向
け
て
関

連
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、制
度
導
入
に

つ
い
て
の
検
討
を

す
す
め
た
い
。

万
博
会
場
へ
の
招
待
は
参
加
し
な
い
こ
と
を

求
め
る　

万
博
会
場
に
本
市
の
児
童
生
徒
の
参
加
は

す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　

参
加
決
定
に
つ
い
て
は
校
長
の
裁
量

と
な
る
。問
題
点
に
つ
い
て
は
説
明
を
聞

い
た
う
え
で
児
童
生
徒
の
安
全
面
や
教
育
効
果

を
各
校
で
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る

が
、安
全
性
の
面
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
に
お

い
て
も
確
認
し
て
い
く
。

川
辺
私
立
認
定
こ
ど
も
園
計
画
中
止
の
教
訓
は

　

計
画
中
止
に
よ
る
反
省
点
お
よ
び
注

意
点
、ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
た
の
か
。

　

住
民
へ
の
説
明
が
遅
く
な
り
、建
設
あ

り
き
の
事
業
と
し
て
映
り
、不
信
感
に
繋

が
っ
た
こ
と
や
川
辺
地
先
に
決
定
し
た
経
緯
の

説
明
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。今
後
、余
裕
を
持
っ

た
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
て
い
く
。

問問問 答答 答

ジェンダー平等の考えに基づいた権利保障を
伊吹 裕 議員

▲ジェンダー平等のシンボル

▲子ども達にのびやかな学習環境を

問 …議員の質問 答 …市からの回答 意 …議員の意見

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2024.8.199



　
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
を
見
せ
、経
済

活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

共
働
き
家
庭
な
ど
が
増
加
し
、小
学
生
を
預
か

る
学
童
保
育
所
は
、全
国
的
に
人
材
確
保
が
困

難
を
極
め
て
い
る
。

　
市
の
公
設
学
童
保
育
所
は
、指
定
管
理
制
度
で
社

会
福
祉
協
議
会
が
受
託
さ
れ
管
理・運
営
さ
れ
て
い

る
。常
勤
職
員
と
非
常
勤
職
員
の
内
訳
を
伺
う
。

　
常
勤
職
員
は
35
人
、非
常
勤
職
員
は

116
人
。

　
常
勤
職
員
の
雇
用
形
態
を
伺
う
。

　
非
正
規
雇
用
で
あ
る
。

　

施
設
の
適
正
な
管
理・運
営
の
た
め
、

正
規
職
員
の
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

子
ど
も
と
の
安
定
的・継
続
的
な
関
わ

り
が
重
要
で
あ
り
、支
援
員
が
長
期
に

わ
た
り
安
心
し
て
就
業
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
。実
態
調
査
等
を
し
つ
つ
社
会
福
祉
協
議
会

と
協
議・検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

常
勤
職
員
の
平
均
給
与
と
平
均
年
齢

を
伺
う
。

　

常
勤
職
員
の
平
均
給
与
は

320
万

２
千
円
で
、平
均
年
齢
は
35・３
歳
。

　
子
ど
も
の
育
成
の
た
め
、常
勤
で一生
懸
命

に
働
き
、給
料
は
安
い
。年
金
も
少
な
い
こ
と

か
ら
、長
く
働
き
続
け

る
こ
と
は
難
し
く
、生

活
設
計
が
確
立
で
き
な

い
。職
員
の
雇
用
改
善

は
急
務
で
あ
る
。各
施

設
に
１
人
か
２
人
の
正

規
職
員
を
配
置
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
す
る
。 

　

人
権
教
育
課
と
人
権
政
策
課
の
統
合

理
由
は
。　

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
念
頭
に
よ

り
効
率
的
、効
果
的
な
体
制
と
し
て
の
強

化
を
図
る
た
め
教
育
部
局
と
市
長
部
局
の
両
面

を
持
つ
人
権
擁
護
課
を
新
設
し
た
。

　

現
在
あ
る
人
権
３
団
体
の
今
後
の
活

動
は
。

　
３
団
体
と
も
団
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。設
置
目
的
等
を

十
分
検
討
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ

支
援
や
運
営
を
し
て
い
く
。　　

　

昨
今
の
人
権
問
題
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
の
誹
謗
中
傷
等
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
教
育
部
か
ら
人
権
教
育
課
を
切
り
離

し
た
こ
と
に
よ
る
学
校
現
場
で
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　

教
育
部
か
ら
人
権
教
育
課
を
切
り
離

し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、教
職
員
を

人
権
擁
護
課
に
配
置
し
教
育
部
と
の
兼
務
辞
令

に
よ
り
、様
々
な
人
権
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

　

今
後
に
お
い
て
も
栗
東
市
人
権
擁
護
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
く
が
、学
校
現
場
を
は
じ
め

人
権
教
育
に
か
か
わ
る
施
策
を
教
育
部
と
と
も

に
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

　

ま
た
、学
校
教

育
課
に
は
人
権
教

育
指
導
係
が
あ
り

学
校
教
育
に
お
け

る
人
権
教
育
を

重
点
的
に
担
っ
て

い
る
。

問問 答問 答答

栗東市のこれからの人権政策
櫻井 浩司 議員

　
令
和
５
年
度
に
課
長
職
の
職
員
が
、定

年
を
迎
え
ず
５
名
退
職
さ
れ
た
が
、定
年

前
の
退
職
者
数
と
年
齢
層
は
。

　

令
和
５
年
度
で
25
人
、年
齢
構
成
は
、

20
歳
代
７
人
、30
歳
代
７
人
、40
歳
代
３

人
、50
歳
代
８
人
、平
成
25
年
度
は
退
職
者
数

17
人
、年
齢
構
成
は
、20
歳
代
７
人
、30
歳
代
５

人
、40
歳
代
１
人
、50
歳
代
４
人
、退
職
者
数
は

増
加
し
た
。

　
退
職
理
由
の
変
化
は
。

　

主
な
理
由
と
し
て
は
、自
己
都
合
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、昨
年
度
で
依
願
退
職
が

14
人
、勧
奨
退
職
が
８
人
、平
成
25
年
度
は
依

願
退
職
が
14
人
、勧
奨
退
職
が
３
人
で
あ
り
、勧

奨
退
職
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
勧
奨
退
職
制
度
の
課
題
は
。

　
職
員
数
が
不
足
し
、定
員
管
理
計
画
に

沿
っ
て
職
員
を
増
や
し
て
い
く
現
在
の
考

え
方
に
相
反
す
る
。勧
奨
退
職
制
度
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。

　
職
場
研
修
や
職
場
外
研
修
、キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
の
支
援
が
、職
員
提
案
に
繋
が

る
と
考
え
る
。成
果
と
課
題
は
。

　

令
和
元
年
以

降
年
間
１
～
３

件
の
範
囲
の
提
案
に
と

ど
ま
り
、若
手
職
員
を

中
心
に
組
織
す
る
Ｎ
ｅ

ｘ
ｔ
り
っ
と
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
提
案
の

募
集
と
検
討
を
行
う
。

問問問 答問 答答答

住民サービス向上のための、より良い職場環境の充実へ
三木 敏嗣 議員

意 問問問 問 答答 答答

学童保育所職員の待遇改善と施設の充実
武村 賞 議員

▲中学生による人権学習の報告（昨年度）

▲栗東市役所

▲学童保育所の様子
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不登校児童生徒の支援にかかる現状と課題

　

直
近
３
年
間
の
小
中
学
校
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
推
移
と
所
感
は
。

　
小
学
校
は
令
和
３
年
度
62
人
、４
年
度

89
人
、５
年
度
98
人
、中
学
校
は
同
様
に

114
人
、142
人
、156
人
と
な
っ
て
お
り
、年
々
増
加

し
、こ
う
し
た
児
童
生
徒
へ
の
支
援
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

栗
東
市
児
童
生
徒
支
援
室
が
行
う
教

育
相
談
事
業
の
年
間
相
談
件
数
は
。

　

ま
た
、支
援
教
室
事
業
で
あ
る
子
ど
も
成
長

支
援
教
室「
あ
い
あ
い
」の
現
状
と
課
題
は
。

　

電
話
相
談
が

503
件
。来
所
相
談
が

502

件
で
あ
る
。「
あ
い
あ
い
」で
は
個
別
支
援

の
経
験
が
豊
富
な
支
援
員
２
名
が
来
室
す
る
子

ど
も
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。小
学
生
は
保
護
者

の
送
迎
の
も
と
実
施
し
て
お
り
、保
護
者
の
都

合
で
送
迎
が
か
な
わ
な
い
時
に
利
用
で
き
な
い

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

巡
回
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
派
遣

事
業
の
保
護
者
相
談
実
績
は
。

　

昨
年
度
全

516
件
の
う
ち
、308
件
が
保

護
者
相
談
で
あ
る
。

　
新
た
に
配
置
い
た
だ
い
た
２
名
の
支
援

員
の
配
置
校
と
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

現
状
と
課
題
は
。

　

栗
東
中
学

校
と
栗
東
西

中
学
校
に
配
置
し
て

い
る
。多
様
な
学
び

の
場
の
確
保
と
社
会

的
自
立
に
つ
な
が
る

取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。支
援
員
の
さ

ら
な
る
確
保
を
県
に

要
望
し
て
い
く
。

　

市
民
や
本
市
職
員
に
A
E
D
の
使
用
講

習
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　

本
市
職
員
に
つ
い
て
は
、新
規
採
用
時

に
中
消
防
署
の
救
命
講
習
を
受
講
し
、

A
E
D
研
修
も
受
け
て
い
る
。

　
一
度
限
り
の
受
講
で
は
な
く
、再
度
、

再
々
度
の
受
講
機
会
が
必
要
で
は
。

　

受
講
後
数
年
が
経
過
す
る
こ
と
で
記
憶

が
あ
や
ふ
や
に
な
り
、緊
急
時
に
知
識
が
十

分
に
生
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、節
目
ご
と
に
講
習
実

施
を
検
討
す
る
。

　

身
近
で
日
常
的
な
自
治
会
館
等
へ
の

A
E
D
設
置
に
特
化
し
た
本
市
独
自
の
補

助
金
制
度
等
設
置
の
考
え
は
。

　

現
在
予
定
し
て
い
な
い
が
、今
後
、国
等

の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
。 

　
本
市
の
高
齢
者
み
ま
も
り
施
策
は
。

　
本
市
に
お
い
て
は「
認
知
症
高
齢
者
等
事

前
登
録
制
度
」が
あ
る
。

　

登
録
者
に
は
登
録
番
号
の
書
か
れ
た
反
射
シ
ー

ル
を
渡
し
、行
方
不
明
時
に
活
用
で
き
る
も
の
で

あ
る
。　

市
民
へ
の
周
知
は
十
分
か
。

       

　

高
齢
者
サ
ロ
ン
や
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
、出

前
ト
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

　
9
月
に
啓
発
ブ
ー
ス

の
計
画
が
あ
る
と
の
こ

と
だ
が
、具
体
の
内
容
は
。

　

認
知
症
に
関
す
る

市
の
制
度
、認
知
症
カ

フ
ェ
、認
知
症
の
人
へ
の
か
か

わ
り
方
な
ど
を
周
知
す
る
。 

安心安全な暮らしの一助となり得るか
～AED・高齢者みまもり～ 梶原 美保 議員

　
第
三
次
栗
東
市一般
廃
棄
物（
ご
み
）処

理
基
本
計
画
で
の「
さ
ら
な
る
ご
み
の
減

量
化
(リ
デ
ュ
ー
ス・リ
ユ
ー
ス・リ
フ
ュ
ー
ズ
)の

促
進
」に
効
果
的
な「
生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助

金
」の
上
限
金
額
引
き
上
げ
に
伴
う
効
果
見
込

み
を
問
う
。

　

現
在
の
５
千
円
か
ら
各
市
平
均
の

２
万
円
に
し
た
場
合
１
年
で
5
7
4
2

㎏
の
減
量
差
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

地
上
資
源
を
循
環
さ
せ
る
ケ
ミ
カ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
促
進
の
た
め
に
着
ら
れ
な

く
な
っ
た
体
操
服
の
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
学
校
に
設

置
で
き
な
い
か
を
問
う
。　

　

情
報
を
整
理
し
た
う
え
で
教
育
的
効

果
を
考
え
て
検
討
す
る
。　

　

不
法
投
棄
の
監
視
以
外
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　

通
報
に
は
投
棄
者
の
調
査
、警
察
と
の

連
携
に
て
指
導
。未
然
防
止
に
は
啓
発
看

板
や
の
ぼ
り
旗
、監
視
カ
メ
ラ
の
貸
し
出
し
を

実
施
し
て
い
る
。

　

未
来
に
望
む
循
環
型
社
会
へ
市
長
に

見
解
を
伺
う
。

　
ご
み
の
減
量
化
に
は
４
R
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。具

体
的
な
提
案
を
含
め
、主
体
的
に
足
を
運
ん
で

情
報
収
集
を
続
け
る
。

　
ご
み
の
分
別
意
識
が
高
い
栗
東
市
。引

き
続
き
環
境
に
関
心
が
高
い
市
と
な
り
、

市
民
の
皆
様

の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
に
繋
が

る
よ
う
に
ご
み

の
減
量
対
策

を
願
う
。

問

問

問

問

問

問

問

問問問

答

答

答

答

答

答

答

答答答

持続可能な廃棄物循環型社会をめざして
島田 利恵 議員

意

西田 聡 議員

問問問問 答答答 答

▲児童生徒支援室とあいあい教室（学習センター2F）

▲破れたり汚れが酷くて着られなくなった体操服を再生ポリエステルにケミカルリサイクルするための株式会社JEPLANの回収BOX

▲本市独自のみまもりステッカー ▲市庁舎玄関に設置のAED

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2024.8.11111



順番 質問者 質問事項

1 上石田 昌子
公立園の現状と課題について
～働きやすい職場と、
保護者とのコミュニケーション～

2 谷口 律香 災害時の「在宅避難」と「マンション防災」について
～自助・共助の促進のために～

3 寺田 靖広
都市計画区域について
充電インフラ導入について
V2H充放電設備の導入について

4 塩見 隆

防災えほんによる防災意識の啓発
手ぶら登園について
難聴者・高齢者向け窓口業務の円滑化
くりちゃんバスの利便性向上について

5 田村 隆光 「会計年度任用職員」の処遇改善を！

6 奥村 明

子どもまんなか社会の実現に向けて
（１）子どもたちの防災への取り組みについて
（２）子どもたちの感染症対策（問題）について
（３）不登校対策（支援員）について
コロナワクチン接種後の被害・救済制度（対策）
について
栗東駅前のにぎわい創出について

順番 質問者 質問事項

7 上田 忠博 事務事業評価（進行管理・実施計画兼評価 
シート）の活用と公開、PDCAサイクルについて

8 伊吹 裕

ジェンダー平等の社会の実現のために
～パートナーシップ宣誓制度の導入など、 
ジェンダー平等の考えに基づいた権利保障を～
2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）へ
の児童・生徒招待事業について
川辺私立認定子ども園の計画中止について

9 青木 千尋
発がん性のあるフッ素化合物(PFOS、PFOA)
の対応
就学援助費給付制度の更なる充実を

10 櫻井 浩司 栗東市におけるこれからの人権政策について

11 三木 敏嗣 住民サービス向上のための、より良い職場環
境の充実へ。

12 武村　賞 学童保育所職員の待遇改善と施設の充実について
13 島田 利恵 ごみの減量化対策について

14 梶原 美保
安心・安全な日々の暮らしの一助となるか

（１）AEDの設置等について
（２）高齢者みまもり施策について

15 西田　聡 不登校児童生徒の支援にかかる現状と課題に
ついて

 　

●表紙写真
本市で初めてのラウンドアバウト

　栗東市議会として今年1月に未就学児のいる保護者を対象に、議会報告会を開催させていただき、参加者の皆様
からは様々なご意見をいただくことができました。
　８月３日（土）には、夏休み親子議会見学ツアーの開催を予定しています。今後も、市民の皆様に『議会』をもっと身
近に感じてもらえるよう、企画運営していければと考えております。（奥村）

　令和６年４月１日に「地方自治法の一部を改正する法律」が 
施行され、地方議会に係る手続きのオンライン化が可能となっ
たことから、本市議会でも、請願、意見書等のオンライン化に 
対応するため、栗東市議会会議規則の一部を改正しました。
　今後も栗東市議会では、市民によく見え、魅力ある議会
をめざしＤＸ（デジﾀﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）を推進していきます。

請願、意見書等のオンライン提出が可能に

議長
中野　光一

副議長
里内　英幸

就
任
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
の
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、議
長
な

ら
び
に
副
議
長
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。改
め

て
そ
の
使
命
と
職
責
の

重
大
さ
を
痛
感
し
、身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

誰
も
が
住
み
や
す
い

栗
東
市
と
な
る
よ
う
、

二
元
代
表
制
の
役
割
を

果
た
す
べ
く
、市
民
の
代

表
と
し
て
皆
様
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
、市

が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
議
員
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
と
も一層
の
ご
支

援
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

2日 本会議（議案上程等）
9日〜 11日 本会議（個人質問）

12日～ 17日 各常任委員会
18日～ 25日 決算特別委員会

30日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）9月定例会の予定 議会の様子は、 
開催後速やかに 
YouTubeにアップ 
しており、動画でも 
ご覧いただけます。
▶

６月定例会　個人質問事項

議長・副議長を選出

主な質問内容はｐ.7より掲載しています。

5月31日臨時会
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議会広報編集特別委員会
（委員長）伊吹　裕　（副委員長）谷口　律香
（委員）梶原　美保　／　寺田　靖広　／　島田　利恵　／　奥村　明

編 集 後 記
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